






要約:巨大冠動脈瘤を有する患児にニトログリセリンを負荷し、後負荷の変化を大動脈入力

インピーダンスを用いて検討した。圧波形では、1分後では平均血圧と脈圧の低下があり、

3分後では脈圧の低下のみが認められた。大動脈入力インピーダンスの結果では、1分後に

は末梢抵抗と反射の低下があり、3 分後には反射の低下のみが認められた。ニトログリセ

リンの負荷により後負荷の低下があり有効に作用すると思われた。 


